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鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
電
気 

柵
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ 

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局 

各
市
町
村
・各
農
協
・各
森
林
組
合 

等 
 

発
行
元 

  
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー 
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これならできる鳥獣被害対策（第６回） 
～「電気柵設置の注意点について」～ 

 
県
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
を
効
果
的
に
実
施

す
る
た
め
、
各
地
で
技
術
指
導
等
の
実
践
を
行

う
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
を
平
成
22
年
度

か
ら
養
成
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に    

名

の
方
々
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
知
識

と
技
術
力
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

新
た
に
「
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
①
電
気
柵
、
②
捕
獲
技
術
、
③

小
型
獣
対
策
、
④
鳥
害
対
策
、
⑤
鳥
獣
害
総
合

対
策
の
５
つ
の
専
門
分
野
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
外
部
講
師
を
招
き
、
室
内
と
実
習
の
２
本

立
て
で
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

広
く
普
及
し
て
い
る
電
気
柵
で
す
が
、
設
置
の
仕
方
を
誤
る
と

効
果
が
無
い
ば
か
り
か
、
電
気
柵
を
恐
れ
な
い
獣
を
育
て
る
こ
と

と
な
り
、
逆
効
果
と
な
り
ま
す
。 

 

今
一
度
、
電
気
柵
設
置
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
正
し
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
日
本
電
気
さ
く
協
議
会
で
は
、
安
全
使
用
の
自
主
基
準

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

写
真
は
、
現
場
で
見
ら
れ
る
良
く
な
い
事
例
で
す
。 

 

こ
の
う
ち
、
電
気
柵
の
研
修
を
、
７
月
２
日

に
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
３
日
に
総
合
農
試

畑
作
園
芸
支
場
の
２
会
場
で
開
催
し
、
38
名
の

マ
イ
ス
タ
ー
が
受
講
し
ま
し
た
。 

 

室
内
で
は
、
電
気
柵
設
置
上
の
ポ
イ
ン
ト
と

各
種
機
器
類
の
使
用
上
の
注
意
点
を
学
び
、
実

習
で
は
、
悪
天
候
の
な
か
、
受
講
者
が
実
際
に

電
気
柵
を
設
置
し
て
、
講
師
に
評
価
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
が
よ
り
実
践
的
な
内
容
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
マ
イ
ス
タ
ー
の

方
々
は
、
大
変
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
今
後
の
現
場
業
務
で

活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

①電圧は4,000V以上を確保する 
②地上から20㎝間隔に線を張る 
③ガイシはほ場の外側に向ける 
④定期的に電圧を測定する 
⑤雑草管理はしっかりする 
（漏電しやすい「つる性植物」注意） 
⑥道路の際に柵を立てない 
（舗装から50㎝以上空ける） 
⑦アースをしっかりと深く広くとる 

チェックポイント 

↑  

（左）金属パイプに絶縁テープを巻いて
ガイシ替わりにしている。 

（右）イボ支柱（金属管を樹脂被覆して
いるもの）に直接、柵線を巻いている。 

＊どちらも絶縁効果が低く漏電の原因
です。 

電気柵安全使用について 

①AC100vまたは200vの電源を直接柵線に通電しない 
②人が容易に立ち入る場所には「危険表示板」を設置する 
③ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰや除細動器を装着している人を柵線に触れさせない 
④有刺鉄線等を柵線やアース線に使用しない 
⑤雷発生時には電気柵に近づかない 
⑥アースは他の電気機器のアースから10ｍ以上離す 
⑦水道管やガス管をアースに使用しない 
＊詳細は http://www.nihondenkisakukyogikai.org/safetystandards/を参照 

↑実習の様子 ↑室内研修の様子 

３１０ 

http://www.nihondenkisakukyogikai.org/safetystandards/
http://www.nihondenkisakukyogikai.org/safetystandards/
http://www.nihondenkisakukyogikai.org/safetystandards/
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☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆ 

中
部
地
域 

 

鳥
獣
被
害
対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で
推

進
す
る
モ
デ
ル
集
落
の
検
討
会
を
、

５
月
９
日
に
宮
崎
市
田
野
町
八
重
地

区
、
14
日
に
同
町
松
山
地
区
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
集
は
集
落
の
代
表
者
、

宮
崎
市
及
び
中
部
農
林
振
興
局
の
担

当
者
で
、
現
在
の
被
害
状
況
の
確
認

と
平
成
26
年
度
の
活
動
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
地
域
住
民

の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
に
、
研
修

会
の
開
催
や
環
境
点
検
へ
の
住
民
参

加
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
５
月
16
日
に
は
、
宮
崎
市

田
野
町
八
重
地
区
に
昨
年
設
置
し
た

猿
害
対
策
の
実
証
ほ
の
効
果
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
鳥
獣
被
害
対
策
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
助
言
を
基
に
、
実

証
ほ
を
改
善
す
る
こ
と
に
な
り
、
更

な
る
被
害
低
減
に
期
待
を
も
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。           

 

②△△△△△△△△ 

打
ち
上
げ
式
防
鳥
機
器
の 

実
証
ほ
設
置 

 

宮
崎
市
田
野
町
で
３
月
14
日
に
、

鳥
害
対
策
の
検
討
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
該
地
域
は
、
製
茶
工
場
の
軒

下
や
近
く
の
林
に
営
巣
す
る
ム
ク
ド

リ
・
カ
ラ
ス
に
よ
る
糞
害
や
羽
根
の

異
物
混
入
の
他
、
カ
ラ
ス
が
葉
た
ば

こ
定
植
苗
を
引
き
抜
く
等
の
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

そ
こ
で
、
鳥
お
ど
し
機
材
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、
打

ち
上
げ
式
防
鳥
機
器
の
実
証
ほ
設
置

と
現
地
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

タ
バ
コ
ほ
場
で
は
、
カ
ラ
ス
が
寄
り

つ
か
な
く
な
る
等
、
高
い
効
果
を
農

家
が
実
感
さ
れ
、
早
速
、
導
入
に
向

け
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

モ
デ
ル
集
落
の
活
動
推
進 ② 現 地 検 討 会 の 様 子 

①バードパンチャー設置 

電
気
柵
か
ら
離
し
て
種
ま
き 

  

今
年
の
３
月
か
ら
、
近
隣
の
３
軒
で

共
同
電
気
柵
の
展
示
ほ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
畑
は
、
昨
年
ま
で
飼
料
用

作
物
の
収
穫
後
、
電
柵
を
撤
去
す
る
と

す
ぐ
に
、
イ
ノ
シ
シ
が
畑
を
掘
り
返
し

て
凸
凹
に
な
り
、
ト
ラ
ク
タ
作
業
に
苦

労
し
て
い
た
場
所
で
す
。 

 

今
年
は
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
を

作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
現
地
研
修
で

の
説
明
を
受
け
、
電
気
柵
か
ら
離
し
て

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
播
種
し
て
い
ま
す
。 

 

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
柵
か
ら
離

し
て
播
種
す
る
こ
と
で
、
柵
の
外
に
作

物
を
出
さ
ず
、
ま
た
、
作
物
へ
の
執
着

心
が
や
わ
ら
ぐ
こ
と
で
、
動
物
が
侵
入

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

畑
を
守
れ
る
環
境
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 

ま
た
、
電
気
柵
は
効
果
的
に
侵
入
防

止
を
図
る
た
め
、
通
年
で
通
電
す
る
予

定
で
す
。 

西
臼
杵
地
域 

 

モ
デ
ル
集
落
と
し
て
活
動
し
て
い

る
日
之
影
町
竹
の
原
集
落
の
取
組
事

例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 
 

モ
グ
ラ
の
捕
獲 

 

モ
デ
ル
集
落
研
修
会
で
、
家
庭
菜

園
で
の
モ
グ
ラ
の
被
害
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た
の
で
、
左
記
の
要
領
で

捕
獲
器
を
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

 

す
る
と
、
設
置
後
か
ら
２
週
間
で

2
匹
の
捕
獲
に
成
功
し
ま
し
た
。 

 

身
近
な
例
で
効
果
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
集
落
内
で
対
策
を
進
め
る
た
め

の
話
題
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。 

トウモロコシほ場の様子 

・
モ
グ
ラ
の
捕
獲
方
法 

①
モ
グ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル 

 

地
表
近
く
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
頻
繁

に
使
う
「
生
活
道
」
と
、
１
度
し
か

使
わ
な
い
「
探
餌
道
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。 

 

ト
ン
ネ
ル
を
埋
め
戻
し
て
も
、
翌

日
に
復
活
す
る
も
の
は
「
生
活
道
」

の
場
合
が
多
く
、
続
け
て
数
回
埋
め

戻
し
て
も
復
活
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば

「
生
活
道
」
で
す
。 

 
②
捕
獲
器
の
設
置 

 

捕
獲
器
は
「
生
活
道
」
の
中
に
隙

間
が
な
い
よ
う
に
ぴ
っ
た
り
と
設
置

し
、
埋
め
戻
し
て
目
印
を
立
て
て
お

き
ま
す
。 


